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在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習に反対する取り組みについて
　－「在日米軍基地の整理・縮小、日米地位協定の抜本的見直し」を求めて－
　日頃のご健闘に敬意を表します。
　さて、自衛隊の北海道矢臼別演習場における米海兵隊実弾射撃訓練は、沖縄の県道１０号越え実弾射撃訓練の本土での分散実施の一環として１９９７年から２０１０年まで１１回実施されています。
　実弾移転訓練について、連合北海道は、「沖縄の痛みを分かち合うことは否定しないが絶対的な前提条件は、沖縄を含む在日米軍の整理・縮小、日米地位協定の見直しでありこのような演習の固定化は絶対認められない」との基本的考え方にたって、国などに対「道知事が求める日米地位協定の改善など７項目の実現、在沖縄米軍による実弾演習の止」などを求めてきました。また、北海道・地元自治体も再三にわたり、夜間訓練の中や住民生活の安全のための諸対策について求めてきましが、これらの要求を考慮しないま、防衛省は2012年5月11日、今年度の実弾移転演習（１２回目）を、6月13日から2日までの期間、陸上自衛隊矢臼別演習場において実施すると発表しました。
　この実施を受けて、連合北海道は、「実弾移転演習反対」「在日米軍基地の整理縮小」「米地位協定の抜本的見直し」の観点から、下記のとおり全道総決起集会の開催と抗議打行動を行うこととしています。
　つきましては、各地本・単組・総支部の最大限の取り組みを要請します。
記
１.「在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習に反対する」抗議打電行動
  (1)取組期間　演習開始日が６月１３日(日)の予定となっておりますので、６月８日(金までに取り組みをお願いします。取り組みの報告を求めますので、別紙報書により総合政策局（中村、玉井）まで送付してください。
  (2)抗議打電先と内容例
　＜打電先＞
　　①防衛大臣　田中　直紀
　　　　　〒 162-8801　　東京都新宿区市谷本村町５－１　　防衛省
　　　　　　　FAX：０３－５２６９－３２７０
　　②外務大臣　玄葉　光一郎
　　　　　〒 100-8919　　東京都千代田区霞ヶ関２－２－１　　外務省
　　　　　　　FAX：０３－５５０１－８４３０
　　③在日米国大使館　駐日米国大使　ジョン・Ｖ・ルース
　　　　　〒 107-8420　　東京都港区赤坂１－１０－５
　　　　　　　FAX：０３－３５０５－１８６２
　　④在札幌米国総領事館　総領事　ジョン・リース
　　　　　〒 064-0821　　札幌市中央区北１条西２８丁目
　　　　　　　FAX：０１１－６４３－１２８３
　　⑤北海道知事　高橋はるみ
　　　　　〒 060-8588　　札幌市中央区北３条西６丁目　北海道総務部危機対策局
　　　　　　　FAX：０１１－２３１－４３１４
　＜打電内容主旨＞　連合北海道は、東西冷戦が終焉した今日、北海道の基地・演習場や日米共同演習などについても、段階的に整理・縮小・中止するべきであると主張してきました。
　しかし、一向に平和と軍縮が進まないどころか、１９９７年の「日米ガイドライン」の成立以降、矢臼別での米軍実弾演習、道内民間港への米軍艦船の入港、さらに世界的な米軍再編問題によるＦ１５戦闘機の自衛隊千歳基地への訓練移転など、徐々に拡大・強化されてきています。
　今年は、沖縄本土復帰４０周年を迎え、沖縄県民をはじめ、日本国民に痛みを強いている日米地位協定の抜本改正、米軍基地の整理・縮小など、平和・軍縮の機運が一層高まっています。
　そのような状況の中での今回の矢臼別移転実弾演習を実施することは、多くの道民、そして国民にとうてい理解されるものとは思いません。そのことから今回の演習については中止されるよう要請するものです。
<打電例>
○防衛大臣、外務大臣
　貴職におかれましては、日本の平和・軍縮に向け、今回の矢臼別移転実弾演習を中されるよう強く要請します。
○道知事
　　貴職におかれては、道民の安全を確保し、北海道の平和と軍縮の拡大をめざす立場ら、今回の矢臼別移転実弾演習に反対されるよう強く要請します。
○駐日米国大使、在札幌米国総領事館総領事
　　平和の確立と軍縮の推進を求める北海道民の意思を無視した、矢臼別移転実弾演習強く反対します。
２.在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習に反対する全道総決起集会
　　矢臼別への移転実弾演習に断固反対する全道総決起集会を下記のとおり開催します。  (1)日　　時　２０１２年６月１０日（日）　１１：００～１３：００（デモ含む）
  (2)場　　所　中標津町丸山公園　多目的広場　（中標津町丸山１丁目）
  (3)内　　容　全道集会ならびにデモ行進（全道集会終了後）
  (4)参加要請　釧根地本３００名、網走地本１５０名、十勝地本１５０名
　  　　　　　 上記以外の地本・単組・総支部の積極的な参加を要請します。
  (5)参加報告　６月６日(水)までに参加報告書によりFAXで報告願います。
　　　　　　　 TEL 011-747-3211     FAX 011-700-2053
３.その他
  不明な点については、道本部・政治部(中村・玉井)までご連絡ください>
                                                               　以　　上
「在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習に反対する」
抗議打電行動の取り組み報告書
道本部政治部(中村・玉井)行き
FAX　011-700-2053                             　　    　 報告日　６月８日(金)
　　地方本部名　　　　　単組・総支部名　　　　　　　　　　
	
	打　　電


	備　　考

	打電行動実施の有無


	
	


※打電行動実施の有無打電行動を行った場合は「○」を記入してください。
※複数（青年部・女性部・評議会など）の打電行動を行った場合は、その数を記入してください。
「在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習に反対する全道総決起集会」参 加 報 告 書
道本部政治部(中村・玉井)行き
FAX　011-700-2053                                      報告日　６月６日(水)
地本名　　　　　　　　　  　単組・総支部名　　　　　　　　　　
参加者数　　　　　　名
